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Ⅰ.  はじめに



夢・アーキテクティング工房

１．ビジョン
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人・チーム・組織の夢の実現に向けて
・夢を描く方法論
・変容のための方法論
・具体的な解決手段と実施過程をデザインするための方法論
を用いて統合的にデザインし、支援する。

夢・アーキテクティング工房

人・チーム・組織が、夢の実現にむけて、自立的に
しくみ(アーキテクチャ）をデザインし、実行するこ
とを支援する。

夢・アーキテクティング工房とは
・自分、自分たちの夢をイキイキと描くこと
・夢の実現にむけて、変容のプロセスをデザインし

実践していくこと
を体系的に支援する工房（職人）であること
を意味している。

自らの夢をデザインし、
夢の実現に向けて
一歩一歩進んでいける人、
チーム、組織を
支援する。

コンセプト３

ストーリー意味

言葉

コンセプト２

【夢を描く】
本当の自分の夢を
描き、紡ぎ出す

【変容】
自分の夢に向けて

一歩踏みだす
【夢を実現するためのデザイン】

イノベーティブ思考で
実現方法をデザイン

ビジョン

デザイン

コンセプト１

夢・アーキテクティング工房

七色の虹で夢と変容、その実現
の過程を表現する。



夢・アーキテクティング工房

２．研究の目的
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【研究の目的】
１．夢・アーキテクティング工房のビジョンをコンパクトなモデルで表現したい。
２．具体的には、「夢を描く」、「変容する」、「夢を実現するためデザインす

る」ことを統合的なモデルで表現したい。



夢・アーキテクティング工房

３．人間の活動のモデル
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あるべき姿（理想の状態・目標）

現実の姿

問題

問題定義：あるべき姿（理想
の状態・目標）を定義するこ
と。

１．人間（個人、チーム、組織）の活動は、問題定義と問題解決の繰り返しである。
２．人間（個人、チーム、組織）の活動は、自ら変容していくことによって実践される。

問題解決：現実をあるべき姿に変
える
①実現方法をデザインする。
②実現方法を実践する
③実践した結果を評価し必要に

応じて実現方法を修正する。

より良いあるべき姿が
あれば、あるべき姿を
修正する。

【夢を描く】

【夢を実現するためデザインする】

【変容する】



夢・アーキテクティング工房

４．研究のアプローチ
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【研究のアプローチ】

1. 「夢を描く」、「変容する」、「夢を実現するためのデザインをする」に関する主

要な方法論をサーベイする。

2. 「夢を描く」、「変容する」、「夢を実現するためのデザインをする」ということ

の本質を抽出する。

3. 抽出した「夢を描く」、「変容する」、「夢を実現するためのデザインをする」に

関する本質から、統合的な参照モデルに必要な要求事項を整理する。

4. 統合的な参照モデルに必要な要求事項を満たすモデルを作成する。

5. 作成したモデルの効果と活用方法を提案する。

6. 作成したモデルの新しい応用を提案する。



Ⅱ.  提案されている方法論



夢・アーキテクティング工房

１．「夢を描く」ための方法論
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個人や組織が自分たちの夢を描く

目的

方法論

①個人、組織がありたい姿を描くこと

クリーンランゲージ[10],[11]

②ありたい姿の価値をデザインすること

匠Method[12]
Value Proposition Design[13]



夢・アーキテクティング工房

２．「変容する」ための方法論
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個人、チーム、組織が変容していく

目的

方法論

自己受容
Creative Confidence[26]

エフェクチュエーション[43],[44]

U理論[4],[5],[6],唯識[7]
行動探求[21],成人の発達理論[40],[41]
合意創発(Vision Integration Approach)[22]

①マインドセット

②世界観

③方法論



夢・アーキテクティング工房

３．「夢を実現するための方法をデザインする」ための方法論
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夢やビジョンを実現するための具体的な方法をデザインする

目的

方法論

①デザイン思考[26],システム思考[38],[39],イノベーティブ思考[27]

②システムズエンジニアリング[28],サービス工学[29],要求工学[30]

③JOB理論[31],[32],Functional Method[33]

④イノベーションのためのツールキット、手法集[34],[35],[36],[37]



Ⅲ.  統合的な参照モデル



夢・アーキテクティング工房

１．U理論
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[4],[5],[6]

オットー・シャーマー

１．方法論：U理論
２．提唱者：オットー・シャーマー
３．U理論とは：

過去の延長線上にない変容やイノベーションを個人、ペア、チーム、組織やコミュニティ、そして社会で起こすための
原理と実践手法を明示した理論

４．U理論の特徴
優れたリーダーの「やり方」に着目するのではなく、ブラックボックスになっている彼らの「内面のあり方」、すなわ
ち高度なパフォーマンスや変革か起こる際の「意識の変容」に着目している。

５．Uプロセス（7段階モデル）
①ダウンローディング：過去の経験によって培われた枠組みを再現する
②観る（シーイング）：判断を保留し、現実を新鮮な眼で観る。
③感じ取る（センシング）：場から感じ取る。
④プレゼンシング：源（ソース）につながる。１歩下がって、内省する。内なる「知」が現れるに任せる。
⑤結晶化（クリスタライジング）：ビジョンや意図を明確にする。
⑥プロトタイピング：実行、実験によって未来を探索する。
⑦実践（パーフォーミング）：新しいやり方、仕組み、習慣として実体化する。



夢・アーキテクティング工房

２．盲点となっている領域
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1. 優れたリーダの内面のあり方

2. 高度なパフォーマンスや変革が起こ
る際のその人の「意識の変容」

[4],[5],[6]



夢・アーキテクティング工房

１．リーダの内面。

２．第３者が知ることのできないＷＨＯの領域が行動の「源（Source) 」。

３．「源（Source)」とパフォーマンスには大きな相関がある。

４．夢は一人一人固有のもの。源は一人一人の個性を産み出しているものと仮定する。

３．結果に影響を与える「目に見えない」領域

源
ＷＨＯ

プロセス
ＨＯＷ

結果
ＷＨＡＴ

空白のキャンパス

絵を書く動作

描かれた絵

画家が絵を
描く行為

15

目に見えない領域

[4],[5],[6]



夢・アーキテクティング工房

４．ソーシャルフィールド（１）

Ｕプロセスにおけるソーシャルフィールド
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ソーシャルフィールド（社会的な土壌）とは [4],[5],[6]

（１）ミクロ的な意味：その瞬間、その瞬間の個個人の内面と場の質
（２）マクロ的な意味：グループ、チーム、組織、社会など様々なレベルで俯瞰した

際に、どんな意識状態にあり、どんな雰囲気、文化、風土を醸し出し、どんな
制度や機構によって構成されているかなどを総体として捉えた状況のこと



夢・アーキテクティング工房

４．ソーシャルフィールド（２）

Ｕプロセスにおけるソーシャルフィールド

Ｕプロセス

開かれた思考

開かれた心

開かれた意思

源につながる

17

出典 http://www.presencingcomjapan.org/utheory/index.html

http://www.presencingcomjapan.org/utheory/index.html


夢・アーキテクティング工房

5．意識の領域構造と視点
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意識の領域構造（Field Structure of Attention）[1]



夢・アーキテクティング工房

６．世界を観る視点
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[27],[34]



夢・アーキテクティング工房

７．多視点

20

[27],[34]



夢・アーキテクティング工房

８．アーキテクチャフレームワーク(ISO/IEC42010)
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ステークホルダ

関心事

視点
(ビューポイント）

見方(ビュー）

モデルモデルの種類

アーキテクチャ記述

アーキテクチャ
対象とする
システム

アーキテクチャの根拠

関連性関連性のルール

関心事(Concern)が
視点(Viewpoint)を

産み出す。

関心事(Concern)
を産み出すものは何か？



夢・アーキテクティング工房

９．統合的な参照モデルに対する仮説（要求事項）（１）

1. 個人（の内面）と、個人が活動する環境から構成される。

2. 個人の特性を示す「源（ソース）」を起点とする。

3. 個人の内面の構成要素として「源」に加え、「感情」、「欲求」、

「信念体系（価値観）」、「在り方（ＢＥＩＮＧ）」、「態度」を備える。

4. 上記の個人の内面の構想要素が個人の「関心事」を産み出す。

5. 個人の「関心事」が対象システムや世界を観る「視点」を産み出す。

22



夢・アーキテクティング工房

１０．統合的な参照モデル（個人（内面））

23

視点

現実（対象システム・自己）
夢（対象システム・

自己のありたい姿、出現する未来）

ステークホルダ

関心事

源（ソース）

感情 欲求 在り方（BEING)信念体系（価値観）

態度
（注意の向け方）

価値



夢・アーキテクティング工房

１１．もの、ことの実現サイクル
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夢（創りたい対象システム、
なりたい自己）

現実（対象システム、
自己）

プロトタイプ
（創りたい対象システム、

なりたい自分）

①対象、自己を認識する
（関心事、視点にもとづく）

②夢を描く

③プロトタイプを創る④プロトタイプを評価する

プレゼンシング クリスタライジング

プロトタイピング

パーフォーミング



夢・アーキテクティング工房

１２．行動探求
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【提唱者】ビル・トルバート
【方法論】Action Inquiry
【対象とするシステム】変容を望む個人、組織、社会
【ステークホルダ】変容を望む個人、組織、社会
【関心事】行動論理、４つの経験領域
【視点】行動論理、フィードバック学習、行動論理の類型
【アーキテクチャ記述】行動論理、３次フィードバックループ
【アーキテクチャ】行動探求の視点での個人、組織、社会
【モデル】３次フィードバックループ、行動論理の類型

[9]

１．行動探求の中核的なコンセプトは
①行動論理
②７つの行動論理の類型（個人と組織）
③３次ループのフィードバック である。

２．ビル・トルバートの中心的な視点は、
①日々の行動で、違和感を感じた時にどう振る舞ったらよい

か？（行動論理）
②高い成熟度（高いパフォーマンス）を有する個人と組織が

備える行動論理は何か？
③行動論理の変容はどのように達成されるか？である。
すなわち、変容のための日々の実践行動原理と成長の源泉は
何か？ととらえることができる。
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１３． 内省

26[9]

信念体系、価値観

目的、目標、戦略

活動（因果関係）
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１４．「変容する」とはどのようなことか？
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１．その人の信念体系、価値観は、通常、よほどのことがない限り、変化しない。
２．「変容すること」＝「その人の信念体系、価値観が変化すること」
３．変容は内省によっておこる。
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１５．行動論理（１）（トルバート）

28[9]



夢・アーキテクティング工房

１５．行動論理（２）（トルバート）

29[9]

個人の行動論理と特徴

機会獲得型 短期的な視野、フィードバックを拒む、他者を利用しようとする、他者を罰
する、規則に抵抗する。

外交官型 争いを回避する、慣習に従う、自己の欲求を抑圧する、正解または不正解と
いう二択、当たり障りのない発言を好む。

専門家型 データに基づいた問題解決を好む、効率を優先する、利害で価値判断をする、
成果を揚げて注目を浴びたい。

達成者型 長期的な目標を掲げる、他者との相互性を求める、達成にこだわる、自分の
影の部分に無自覚、時間に追われがち。

再定義型 不確実性の存在を認知、フィードバックを追求、相違や変化に魅力を感じる、
しばしば一匹狼、文脈に照らしてものをみる。

変容者型 プロセス・ゴールをともに重視、システム思考、多様な役割を楽しむ、自分
の特徴や影の部分を自覚、歴史的にものをみる。

アルケミスト型 場で起こる挙動に敏感、パラダイムを揺さぶる、矛盾を内包する、芸術的・
隠喩的に状況を捉える。
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１６．大人の知性の３つの段階（キーガン）

30[9]

環境順応型知性

自己主導型知性

自己変容型知性

チームプレイヤー
忠実な部下
順応
指示待ち
依存

課題設定
導くために学ぶリーダー
自分なりの羅針盤と視点
問題解決指向
自律性

メタリーダー
学ぶために導くリーダー
複数の視点と矛盾の受け入れ
問題発見指向
相互依存

時間

知
性
の
レ
ベ
ル
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１７．統合的な参照モデルに必要な要求事項（２）

6. 上記の視点から認識した「現実」と、そのありたい姿として「夢」を描き、それら
を構成要素とする。

7. 自分がその瞬間に特定のＵプロセス状態に遷移したいという意図を「態度（注意の
向け方）」の性質とする。

8. 夢の実現に必要な「問題」、「要求」、「解決手段（ソリューション）」を構成要
素とする。

9. 環境における個人の活動として、「プロトタイプ」、「評価」、「活動」、「内省
」を備える。内省として直接的に起きた結果を見ながら自らの行動の見直しを図る
「一次ループの内省」、自らの思考の前提にある戦略やゴールなどを見直す「二次
ループの内省」、さらに深いレベルにある自らの源の意図やビジョンにまで意識を
広げる「三次ループの内省」をモデル化する。

10. 信念体系の取りうる性質として、成人の発達理論における三つの知性（環境順応型
知性、自己主導型知性、自己変容型知性）[40]、または七つの行動論理（機会獲
得型、外交官型、専門家型、達成者型、再定義型、変容者型、アルケミスト型）
[9]がある。

31
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１８．統合的な参照モデル（全体）

32

視点

ステークホルダ

関心事

源（ソース）

感情 欲求 在り方（BEING)信念体系（価値観）

態度
（注意の向け方）

価値

ダウンローディング
シーイング
センシング
プレゼンシング
クリスタライジング
プロトタイピング
パーフォーミング

現実（対象システム・自己） 夢（対象システム・自己のありたい姿）

問 題 要 求

（解決）手段（ソリューション）

プロトタイプ

評 価

活 動

内省（振り返り）

環境順応型知性
自己主導型知性
自己変容型知性

内省（三次ループ）

内省（一次ループ）内省（一次ループ）

内省（二次ループ）

内省
（二次ループ）

内省（三次ループ）

個人（内面）

環境



Ⅳ.  統合的な参照モデルの
効果と活用方法
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１．統合的な参照モデルの効果と活用方法

1. 現在、この瞬間、自分はこの参照モデルの中で、どの状態にいるのか、ということ
を意識することで、どのような状況においてもある程度、冷静に自分を客観視する
ことができる。

2. パニックに陥ったり、精神的、肉体的に危機的な状況、極限の状況において、この
参照モデルを手掛かりに自分の源に立ち返ることで、自分の立ち位置（ベースの状
態）に戻りやすくなる。

3. 変容のテクノロジーであるＵ理論を自在に扱い、意図して特定のＵプロセス状態に
遷移していきやすくなる[4], [5], [6]。

4. 変容に必須の内省を一次レベル、二次レベル、三次レベルの各レベルを意識して実
施できるようになる。

5. 自分が参照モデルのどの位置にいるかを認知することによって、問題解決のための
様々な方法論（図２）を参照することにより、状況に応じた適切な方法論を選択し
て実施できる。

6. これらの活動を通じて、新しく得られた知見や方法論を、参照モデルや問題解決の
ための方法論として更新することにより、これらの知恵の体系を不断に洗練させて
いくことができる。

34
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２．統合的な参照モデル（全体）

35

視点

ステークホルダ

関心事

源（ソース）

感情 欲求 在り方（BEING)信念体系（価値観）

態度
（注意の向け方）

価値

ダウンローディング
シーイング
センシング
プレゼンシング
クリスタライジング
プロトタイピング
パーフォーミング

現実（対象システム・自己） 夢（対象システム・自己のありたい姿）

問 題 要 求

（解決）手段（ソリューション）

プロトタイプ

評 価

活 動

内省（振り返り）

環境順応型知性
自己主導型知性
自己変容型知性

内省（三次ループ）

内省（一次ループ）内省（一次ループ）

内省（二次ループ）

内省
（二次ループ）

内省（三次ループ）

個人（内面）

環境
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３．問題解決のための様々な方法論
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４．イノベーションのためのモデル（方法論）

37
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５．創造技法に関するモデル（方法論）

38

創造技法に関するモデル

[1]発散技法
①自由連想法

・ブレインストーミング(BS)法
・カードBS法
・ブレインライティング(BW)法
・カードBW法

②強制連想法
・形態分析法
・チェックリスト法
・マトリクス法
・属性列挙法
・希望点列挙法
・欠点列挙法
・TRIZ法

③類比発想法
・ゴードン法
・シネクティス
・NM法
・バイオニクス法

[2]収束技法
①空間型収束法

・KJ法
・こざね法
・クロス法
・ブロック法

②系列型収束法
・PERT法
・カードPERT法
・BD（ビジネスでサイン）法
・特性要因図
・ストーリー法
・関連樹木法

[3]統合技法
・ZK法
・ハイブリッジ法
・インプット法・アウトプット法（入出法）
・ワークデザイン(WD)法
・ウイスダム・マネージメント法
・QFD法
・COACH法

[4]態度技法
①瞑想型法

・メディテーション™
・自律訓練法
・イメージ・コントロール(IC)法

②交流型法
・TA(交流分析）
・エンカウンター・グループ
・センシティビティ・トレーニング(ST法）

③演劇型法
・心理劇(サイコドラマ）
・ロール・プレイング
・クリエイティブ・ドラマティクス



Ⅴ.  人工意識への応用
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１．人工意識の２つの課題

40[47]

1. 意識の創造

• 意識の持つ因果関係や機能を人工的に実現する

• アクセス意識の創造に対応

2. 意識の存在証明

• 人工知能で意識があることを示す

• 現象的意識の存在証明に対応
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２．意識の機能

41[47]

意識の機能＝現在の環境から分離した（現在の状況と異なる）状況やイベントを
表現（生成）すること

その機能を持てば、未来の状況について、内的なシミュレーションが可能になる。
（未来の動くシナリオを生成して事前に検証する

1. 意図・計画・創造

反実仮想的な自分の行動の結果についての予測

2. 非反射的行動

現在の外的刺激によってトリガーされる行動以外が可能となる

3. 短期記憶性

過去の情報の保持も反実仮想の一つである
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３．未来の感覚と行動を生成

42[47]

未来の感覚と行動の生成コントロール：
可能な未来の分布を生成する

この分布はアクションを含む
➡ 自分に好ましい未来を生成する行動探索に利用可能

得られる機能的メリット

1. 報酬を課題中に自在に変更しても対応できる

2. 報酬として不確かさやサプライズを設定することが可能

（内発的動機付けに利用可能）

1. 長期的な行動計画に利用可能（逐次的な予測モデルでは難しい）
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４．統合情報理論

43[47]

意識の統合情報理論（IIT：Integrated Information Theory）
１．意識には、情報の多様性・情報の統合という二つの基本的特性がある。
２．ある物理系が意識を持つためには、ネットワーク内部で多様な情報が統合されている

必要がある。
3. ネットワーク内部で統合された情報の量は「統合情報量」として定量化され、その量

は意識の量に対応しているとされる。

① 脳内情報（人が認識できる因果関係の全て）を、外部とのやりとりに依らず、それ
自体にある情報は何かという観点で記述する。

② その結果は、次の図の左側にある星座のような形で表される。これをMICS
（Maximally Irreducible Conceptual Structure）と呼ぶ。

MICS
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５．意識のアーキテクチャ（意識の状態遷移記述）

44[47]

セルフモニタリング（エグゼクティブ制御）

Curiosity
学習モード

Empowerment
学習モード

Extrinsic
課題遂行モード

感覚入力 環境 運動出力

感覚運動生成モデル

意識アーキテクチャの実装

メタ認知

内発的動機

反実仮想
意識はここで

生まれる
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６．統合的な参照モデル（意識の静的構造記述）

45

視点

ステークホルダ

関心事

源（ソース）

感情 欲求 在り方（BEING)信念体系（価値観）

態度
（注意の向け方）

価値

ダウンローディング
シーイング
センシング
プレゼンシング
クリスタライジング
プロトタイピング
パーフォーミング

現実（対象システム・自己） 夢（対象システム・自己のありたい姿）

問 題 要 求

（解決）手段（ソリューション）

プロトタイプ

評 価

活 動

内省（振り返り）

環境順応型知性
自己主導型知性
自己変容型知性

内省（三次ループ）

内省（一次ループ）内省（一次ループ）

内省（二次ループ）

内省
（二次ループ）

内省（三次ループ）

個人（内面）

環境
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７．人工意識を持ったロボット

46[47]

Empowerment
学習モード

Curiosity
学習モード

Extrinsic
課題遂行モード

効果的に空間構造を学習 人の行動を予測して準備 与えられた課題を遂行



Ⅵ．まとめ
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１．まとめ

1. 夢の実現と変容のための方法論を概観した。

2. またこれらを個人やチーム・組織の自分事として俯瞰し、活用するための

統合的な参照モデルを提案した。

3. この参照モデルの効果と活用方法について述べた。

4. 今後の展開として人工意識の実現などへの応用について述べた。

48
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